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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 8月 25日 (2006.8.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 径 に 螺 旋 溝 を 有 す る 中 継 筒 の 両 端 に 、 回 動 可 能 に そ れ ぞ れ 先 筒 Ａ 、 先 筒 Ｂ を 連 結 し 、 前
端 に 棒 状 化 粧 材 を 保 持 す る 保 持 部 を 備 え た 芯 チ ャ ッ ク 部 材 ａ を 前 記 先 筒
Ａ 内 に 収 容 し 、 こ の 先 筒 Ａ 、 芯 チ ャ ッ ク 部 材 ａ 及 び 先 筒 Ａ 側 の 前 記 中 継 筒 内 の 螺 旋 溝 で 繰
出 機 構 Ａ を 構 成 す る と と も に 、 前 端 に 棒 状 化 粧 材 を 保 持 す る 保 持 部 を 備
え た 芯 チ ャ ッ ク 部 材 ｂ を 前 記 先 筒 Ｂ 内 に 収 容 し 、 先 筒 Ｂ と 芯 チ ャ ッ ク 部 材 ｂ  先 筒 Ｂ 側 の
中 継 筒 内 の 螺 旋 溝 で 繰 出 機 構 Ｂ を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 棒 状 化 粧 材 両 軸 繰 出 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
棒 状 化 粧 材 Ａ 及 び 棒 状 化 粧 材 Ｂ の そ れ ぞ れ の 外 形 寸 法 が 同 寸 法 で 形 成 さ れ 、 前 記 繰 出 機 構
Ａ 繰 出 機 構 Ｂ あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 棒 状 化 粧 材 両 軸 繰
出 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
中 継 筒 は 、 両 端 開 口 孔 付 近 内 径 に 先 筒 Ａ 及 び 先 筒 Ｂ を 回 動 可 能 に 連 結 す る 嵌 合 凹 部 が 設 け
ら れ る と と も に 、 軸 方 向 の 内 径 ほ ぼ 中 央 に 底 面 が 設 置 さ れ 、 こ の 底 面 よ り そ れ ぞ れ の 開 口
孔 方 向 に 螺 旋 溝 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 棒 状 化 粧 材 両 軸 繰 出 容
器 。
【 請 求 項 ４ 】
中 継 筒 は 、 両 端 開 口 孔 付 近 内 径 に 先 筒 Ａ 及 び 先 筒 Ｂ を 回 動 可 能 に 連 結 す る 嵌 合 凹 部 が 設 け
ら れ る と と も に 、 内 径 軸 方 向 に そ れ ぞ れ の ス ト ロ ー ク 長 に わ た る 螺 旋 溝 が 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 棒 状 化 粧 材 両 軸 繰 出 容 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 ２ の 発 明 に お い て は 、 棒 状 化 粧 材 Ａ 及 び 棒 状 化 粧 材 Ｂ の そ れ ぞ れ の 外 形 寸 法 が 同 寸 法 で
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形 成 さ れ 、 前 記 繰 出 機 構 Ａ 繰 出 機 構 Ｂ で あ る 手 段 を 講 じ た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ２ の 発 明 に お い て は 、 棒 状 化 粧 材 Ａ １ 及 び 棒 状 化 粧 材 Ｂ １ の そ れ ぞ れ の 外 形 寸 法 を 同 寸
法 と す る こ と で 、 繰 出 機 構 Ａ 繰 出 機 構 Ｂ す る こ と が 可 能 な た め 、 先 筒 ２
部 材 、 芯 チ ャ ッ ク 部 材 ２ 部 材 、 中 継 筒 １ 部 材 、 射 出 成 形 金 型 ３ 型 で プ ラ ス テ ィ ッ ク 部 材 を
構 成 す る 、 低 価 格 な 棒 状 化 粧 材 両 軸 繰 出 容 器 を 提 供 で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
第 １ 実 施 例 の 棒 状 化 粧 材 両 軸 繰 出 容 器 １ に 使 用 さ れ る 棒 状 化 粧 材 Ａ １ 、 及 び 棒 状 化 粧 材 Ｂ
１ は 、 と も に 外 径 が ２ ｍ ｍ の 寸 法 で 製 作 さ れ て い る た め 、 先 筒 １ ０ Ａ 先 筒 １ ０ Ｂ 、 芯 チ
ャ ッ ク 部 材 ３ ０ ａ 芯 チ ャ ッ ク 部 材 ３ ０ ｂ と し て 形 成 さ れ る 。
先 筒 ２ 部 材 、 芯 チ ャ ッ ク 部 材 ２ 部 材 、 中 継 筒 １ 部 材 、 の 計 ５ 部 材 に よ り 製 作 さ れ 、 先 筒 、
芯 チ ャ ッ ク 部 材 、 中 継 筒 は そ れ ぞ れ 射 出 成 形 に よ る ブ ラ ス テ ィ ッ ク 部 材 で あ る た め 、 金 型
は ３ 型 に て 棒 状 化 粧 材 両 軸 繰 出 容 器 １ が 製 作 可 能 な こ と を 、 棒 状 化 粧 材 両 軸 繰 出 容 器 １ の
特 徴 と し て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
第 １ 実 施 例 で は 、 棒 状 化 粧 材 繰 出 機 構 Ａ 棒 状 化 粧 材 繰 出 機 構 Ｂ と す る と と も
に 、 棒 状 化 粧 材 外 形 寸 法 を 棒 状 化 粧 材 Ａ １ 棒 状 化 粧 材 Ｂ １ と し た た め 、 先 筒
１ ０ Ａ 先 筒 １ ０ Ｂ 、 芯 チ ャ ッ ク 部 材 ３ ０ ａ 芯 チ ャ ッ ク 部 材 ３ ０ ｂ と し て
射 出 成 形 金 型 ３ 型 、 先 筒 部 材 ２ ， 芯 チ ャ ッ ク 部 材 ２ ， 中 径 筒 部 材 １ の 計 ５ 部 材 で 棒 状 化 粧
材 両 軸 繰 出 容 器 １ を 完 成 さ せ て い た が 、 棒 状 化 粧 材 繰 出 機 構 Ｅ 及 び 棒 状 化 粧 材 繰 出 機 構 Ｄ
は 、 前 記 棒 状 化 粧 材 繰 出 機 構 Ａ 及 び Ｂ と は 全 く 構 成 を 異 な っ た も の と し て い る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ １ 】
本 発 明 は 、 棒 状 化 粧 材 両 軸 繰 出 容 器 で あ り 、 内 径 に 螺 旋 溝 を 有 す る 中 継 筒 の 両 端 に 回 動 可
能 に そ れ ぞ れ 先 筒 Ａ ， 先 筒 Ｂ を 連 結 し 先 筒 Ａ 側 に は 前 端 に 棒 状 化 粧 材 （ 化 粧 用 備 品 ） を 保
持 す る 保 持 部 を 備 え た 芯 チ ャ ッ ク 部 材 ａ を 収 容 し 、 前 記 先 筒 Ａ と 芯 チ ャ ッ ク 部 材 ａ と 先 筒
Ａ 側 の 中 継 筒 内 の 螺 旋 溝 で 、 繰 出 機 構 Ａ を 構 成 す る と と も に 、 先 筒 Ｂ 側 に 前 端 に 棒 状 化 粧
材 （ 化 粧 用 備 品 ） を 保 持 す る 保 持 部 を 備 え た 芯 チ ャ ッ ク 部 材 ｂ を 収 容 し 、 前 記 先 筒 Ｂ と 芯
チ ャ ッ ク 部 材 ｂ と 先 筒 Ｂ 側 の 中 継 筒 内 の 螺 旋 溝 で 繰 出 機 構 Ｂ を 構 成 す る こ と を 特 徴 と し て
お り 、 繰 出 機 構 Ａ 繰 出 機 構 Ｂ で あ っ て も よ く 、 ま た 、 全 く 異 な る 繰 出 機 構
Ａ 、 繰 出 機 構 Ｂ と し て も よ く ア イ ラ イ ナ ー 、 ア イ ブ ロ ウ 、 リ ッ プ ラ イ ナ ー 、 口 紅 等 、 ま た
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は こ れ ら の 化 粧 を 施 す 用 具 で あ る マ ス カ ラ ブ ラ シ 、 チ ッ プ 、 リ ッ プ ブ ラ シ 等 を 同 時 に セ ッ
ト す る こ と も 出 来 、 別 々 に 摺 動 可 能 な 便 利 な 棒 状 化 粧 材 両 軸 繰 出 容 器 を 提 供 で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
本 発 明 は 実 施 の 形 態 に お い て 、 棒 状 化 粧 材 繰 出 機 構 Ａ Ｂ （ 第 １ 実 施 例 ） 、
棒 状 化 粧 材 繰 出 機 構 Ｅ 及 び 棒 状 化 粧 材 繰 出 機 構 Ｄ （ 第 ２ 実 施 例 ） と し て 繰 出 機 構 を 紹 介 し
た が 、 繰 出 機 構 と し て こ れ に 限 る も の で は な く 、 中 継 筒 内 の 螺 旋 溝 を 利 用 し た 両 軸 の 繰 出
機 構 で あ れ ば 、 本 発 明 の 範 疇 に 属 す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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